



※　教師用指導ポイント集小学校版には、展開例に対応した単元シラバス（学習計画）をワークシートとあわせて掲載しています。各展開例のワークシートと記入内容が重なる部分については、児童の実態に応じて、どちらに記入するのが効果的か御判断のうえ、御活用ください。

《小学校展開例１》

１　題材名　　大人になったら・・・（学級活動）

２　学習のねらい　

○　職業を考えるとき、ジェンダーにとらわれた職業観で選ぶのではなく、自分らしさが発揮できる仕事に就くことが大切であることに気付くことができる。

３　展開例

　○　授業時間の目安　　　　１時間

　○　活用するワークシート　ワークシート１

	学習活動・内容
	教師の指導ポイント

	１　アンケートの結果を基に、将来の自分の夢、就きたい職業について話し合う。

２　本時のめあてをとらえる。
将来の夢（職業）について考えよう。
３　クイズを行う。

４　職種を男女別に分けるワークシート１を用い、自分の考えを記入する。

５　ワークシート１をもとに、全体で話し合う。

６　ゲストティーチャーの話を聞く。

または、自分らしく仕事をしている人の資料や写真を見る。

７　今まで仕事について持っていたイメージが、ジェンダーにとらわれていたかどうかをまとめる。

８　３と同じクイズを行う。
９　今日の学習を通して思ったこと、考えたことをワークシート１に書く。
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10　学習のまとめをする。
	○　事前に将来の夢についてのアンケートをとっておく。

○　事前に男女共同参画用教材を活用し、児童の関心を高めておく。
○　資料編（Ｐ資12）のクイズを行い、固定的性別役割分担意識について調べる。しかし、答えはまだ発表しない。

※　ワークシートの仕事の欄は、児童の実態に応じて項目を修正・削除し活用する。
○　仕事について持っているイメージが、ジェンダーにとらわれていることに気付くことができるようにする。

【別紙ワークシート１を参照】

※　時間が足りなくなる場合は、わけの欄の記入を省略し、話し合いの段階で理由を発表させ、理解を深めていく。
○　児童に配付したワークシートと同じ物を拡大コピーし、話し合った結果をもとにまとめていく。

○　ゲストティーチャーや資料編の資料１の写真を提示し、自分らしく生きている人たちの言葉等を紹介する。

※　ゲストティーチャーを探す際の相談窓口→参考３～６の頁を参照のこと。
※　参考資料　内閣府男女共同参画局作成ビデオ「広がる未来！私が選ぶ　チャレンジする女性たち」：宮板金職人や生物物理化学者など５名の女性が紹介されている。福島県人権男女共生課でも貸出可。
　　内閣府男女共同参画局ホームページ（http://www.gender.go.jp/c-challenge/video/）に概要が掲載されている。

○　できるだけ児童の感想の中から言葉を選び、押しつけにならないようにまとめていく。

○　答えを発表し、固定的性別役割分担意識がなくなっているか確かめる。

○　自分らしく生きていくことが大切であることをまとめる。

※　時間があれば、今日の学習の感想や、今日の学習を踏まえた今後の目標などを児童に発表させる。


【ワークシート１】

[image: image2.png]


大人になったら・・・
　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　）

１　次の仕事は、だれがやると思いますか？

　　○をつけてみましょう。わけも考えてみましょう。

	№
	仕　　事
	男の人
	女の人
	どちら

でも
	わ　　け

	１
	病院の医者
	
	
	
	

	２
	病院の看護師
	
	
	
	

	３
	幼稚園・保育園の先生
	
	
	
	

	４
	学校の先生
	
	
	
	

	５
	音楽の先生
	
	
	
	

	６
	家庭科の先生
	
	
	
	

	７
	スポーツ選手
	
	
	
	

	８
	料理人(コック)
	
	
	
	

	９
	EQ \* jc2 \* "Font:HGS創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(うちゅう),宇宙)飛行士
	
	
	
	

	10
	タクシーの運転手
	
	
	
	

	11
	トラック・ダンプの運転手
	
	
	
	

	12
	電車の運転手
	
	
	
	

	13
	救急車の隊員
	
	
	
	

	14
	レスキュー隊・消防士
	
	
	
	

	15
	EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(けいさつ),警察)官
	
	
	
	

	16
	大工
	
	
	
	

	17
	美容師
	
	
	
	

	18
	花屋
	
	
	
	

	19
	ケーキ屋
	
	
	
	

	20
	店員
	
	
	
	

	21
	ピアノの先生
	
	
	
	

	22
	EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(さい),裁)判官
	
	
	
	

	23
	弁護士
	
	
	
	

	24
	政治家
	
	
	
	

	25
	研究家・学者
	
	
	
	

	26
	デザイナー
	
	
	
	

	27
	タレント・アナウンサー
	
	
	
	

	28
	小説家・まんが家
	
	
	
	

	29
	トリマー（ペットの美容師）
	
	
	
	

	30
	じゅう医（動物の医者）
	
	
	
	


	


２　あなたが大人になってやりたいと思っている仕事は？

	今日の学習をとおして思ったこと・考えたこと




－小２－

《小学校展開例２》

１　題材名　　家庭生活を見つめてみよう（家庭科）

２　学習のねらい

○　自分の家庭生活を見つめ、家事分担について考えることにより、家族みんなで協力しあうことの大切さや、家族の一員として自分も仕事を分担する必要があることに気付くことができる。
３　展開例

　○　授業時間の目安　　　　１時間

　○　活用するワークシート　ワークシート２

	学習活動・内容
	教師の指導ポイント

	１　本時のめあてを知る。

家庭の仕事の分担についてふりかえり、家族の協力について考えよう。
２　自分の家庭生活を見つめる。

・　ワークシート２を記入し、気付いたことを発表する。
・　家事分担に関する資料を見る。
①　資料２「共働き世帯数の推移」のデータ
②　資料３「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方についてのデータ

③　資料４「夫婦の生活時間」についてのデータ

④　資料５「育児期にある夫婦の育児、家事及び仕事時間の各国比較」についてのデータ
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３　家事分担を見直す。
・　ワークシート２設問３に記入する。
４　家事ができる大人になるために、今やるべきことは何かを考える。

　
５　教師の体験談を聞く。
・　家族の協力を得ながら家事を行っている教師の実話（例：あらかじめ録音しておいた夫や妻の声を流す等）
・　一人暮らしをした時の家事の失敗談

６　男女共同参画用教材（またはクイズ）を行う。

７　学習のまとめをする。
	○　ワークシート２の設問１・２の記入を事前に行っておく。

※　ワークシート２の設問１に掲載した仕事内容については、各校の実態や実施時期にあわせて項目を加除し活用する。

○　家庭の仕事には、様々なものがあることに気付かせるとともに、どのように分担されているのか確認させる。

※　各家庭の現状を否定することのないように配慮をすること。

○　資料編２～５のデータを提示し、家事分担に関する現状を把握させる。
【参考】

※　各資料のデータから読み取ることができるのは、次のとおり。

○　資料２「共働き世帯数の推移」

・　夫が雇用者（サラリーマン）世帯の妻の就業状況をみると、昭和５５年には男性片働きの世帯数は共働き世帯数の２倍近くあったが、現在は共働き世帯数が上回っている。その背景として、女性の社会進出や経済情勢の変化などがあると考えられる。
○　資料３「夫婦の役割分担意識」
・　1979年調査では、「賛成・どちらかといえば賛成」の割合が７割を超えていたが、2004年調査で、初めて「反対・どちらかといえば反対」（計48.9％）が「賛成・どちらかといえば賛成」（計45.2％）を上回った。2007年調査では、初めて「反対・どちらかといえば反対」（計52.1%）が半数を超えた。
○　資料４「夫婦の生活時間」

・　男性の家事・育児・介護等に関わる時間は、妻の就業状況に関わらず３０分程度と非常に短くなっている。
○　資料５「育児期にある夫婦の育児、家事及び仕事時間の各国比較」
・　日本の男性の家事・育児に費やす時間は、世界的に見ても最低の水準である。
（次ページに続く）
○　ワークシート２設問１の自分の家庭の仕事の分担表をもとに、どのように改善したらよいか具体的に考えさせる。

　　その際、家族が互いに協力することの大切さにも気付くように配慮する。

○　本時の学習内容を踏まえ、自分に何ができるかを話し合わせる。

①　家庭科の授業を通して、分かること、出来ることを増やしていく。

　②　家庭生活においても、家族が協力し合い、自分ができることは進んで行う。

○　教師の体験談を聞かせることにより、知識や技能、経験不足が家事ができないことにつながっていることに改めて気付かせ、今やるべきことはしっかりやろうとする意欲を持たせる。

○　男女共同参画用教材や資料編（Ｐ資12）のクイズを行い、家庭の仕事の分担に関する意識が変化したか確認する。
※　意見交換・発表を行う形で学習のまとめを行ってもよい。


－小４－

[image: image4.png]


【ワークシート２】

家庭の仕事のEQ \* jc2 \* "Font:HGS創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ぶんたん),分担)についてふり返ってみよう
　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　　　）
１　下の仕事をする人はだれですか？おもにする人→◎、時々（週２～３回）する人→○

　　◎、○をつけてみましょう。そして、◎→３点、○→１点で、合計点も出してみましょう。

	自分から見て
	自分
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　　　　仕事・学年

内　容　　　　　　
	小５
	
	
	
	
	
	
	

	食事作り
	
	
	
	
	
	
	
	

	食器洗い（後片付け）
	
	
	
	
	
	
	
	

	部屋そうじ
	
	
	
	
	
	
	
	


	ふろそうじ
	
	
	
	
	
	
	
	

	トイレそうじ
	
	
	
	
	
	
	
	

	玄関そうじ
	
	
	
	
	
	
	
	

	EQ \* jc2 \* "Font:HGS創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(まど),窓)そうじ
	
	
	
	
	
	
	
	

	ごみ出し
	
	
	
	
	
	
	
	

	せんたく
	
	
	
	
	
	
	
	

	せんたく物をとりこむ、たたむ
	
	
	
	
	
	
	
	

	アイロンがけ
	
	
	
	
	
	
	
	

	くつ洗い
	
	
	
	
	
	
	
	

	ぬいもの
	
	
	
	
	
	
	
	

	買い物
	
	
	
	
	
	
	
	

	育児（子どもの世話をする）
	
	
	
	
	
	
	
	


	電球・けい光灯の取りかえ
	
	
	
	
	
	
	
	

	草むしり・庭木の手入れ
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　計　（点）
	
	
	
	
	
	
	
	


※その他に、家庭の仕事があれば空らんに記入して考えてみましょう。
	２　家庭の仕事の分担をふり返り

　　　わかったこと・気付いたこと


	
	４　今日の学習をとおして

　　　　思ったこと・考えたこと

	３　家庭の仕事の分担を見直してみよう。

	
	


－小５－

《小学校展開例２と関連させた実践活動例》

※次に挙げる活動事例を関連させて展開することができる。

　○　授業時間の目安　　　　２時間

○　活用するワークシート　ワークシート２－１

	学習活動・内容　
	教師の指導ポイント

	１　展開例２のような授業を踏まえ、「体験」を通し、家庭生活での役割を意識させ、実践へつなげる。

・　活動事例

①　家族のためにお茶を入れてみよう

②　めざせ！　フライパン料理名人

③　レパートリーをふやそう！

　　　　～家族のために食事作り～

④　洗たくに挑戦！

⑤　ピカピカ大作戦!!

　　　　～年末の掃除はまかせて～

２　１で選んだ活動事例の計画を立てる。

３　家庭で実践する。

４　実践の経過をまとめ報告会を行う。
	○　展開例２のような家庭の一員としてどうあるべきかを考えさせたうえで、取り組ませる。

①　ガスコンロの使い方の学習後に実践すると効果的

②　炒める学習の後に実践すると効果的

③　自分が考えた「一食分の献立」をもとに、家族のために食事作りを行うと効果的
④　洗たくの仕方についての学習後に実践すると効果的

⑤　「気持ちのよい住まい方」の学習後に実践すると効果的

○　ワークシート２－１の活用

○　今後の生活に活かしていくよう働きかける。

○　実践が継続的なものとなるよう働きかける。

○　家庭の仕事は家族が協力して行うことが大切であり、家族の一員として自分も分担した仕事を責任を持って行う必要があることに気付かせる。


－小６－

【ワークシート２－１】
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チャレンジカード

　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　）
	EQ \* jc2 \* "Font:HGS創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちょうせん),挑戦)する内容

（家庭の仕事のうち、自分にできることに挑戦してみよう）
	計画した日　　　　月　　日（　　　）

	
	挑戦すること

挑戦する理由（どうして選んだのか）



	挑戦した日

月　　　日（　　　）
	挑戦したこと



	感　想

・工夫したことも書いてみよう

・おうちの人からも感想を書いてもらおう




	みんなの発表を聞いて、気付いたこと・考えたことを書いてみよう。




－小７－

《小学校展開例３》

１　題材名　　働くことについて考えよう　（学級活動）

２　学習のねらい　

○　地域で働く人々との出会いを通して、それぞれの職業について興味関心を持ち、希望する職業に就くためにはどうしたらよいか考えることができる。

３　展開例

　○　授業時間の目安　　　　１時間

　○　活用するワークシート　ワークシート３

	学習活動・内容
	教師の指導ポイント

	１　家族との話し合いをもとに、将来就きたい職業について話し合う。
1 仕事を選んだきっかけ

2 将来就きたいと思う職業
２　本時のめあてをとらえる。
希望する職業につくためには、どうしたらよいか考えよう。

３　地域で働く人との出会い
①　地域で働く人の話を聞き、仕事に興味を持たせる

②　地域で働く人に話を聞いて疑問に思ったことなどを質問する。

　③　グループごとに、地域で働く人に話を聞いたことをもとに、仕事のやりがいや将来の夢を実現させるためにどうしたらよいか話し合う。

４　これまでの学習活動で、気付いたこと・考えたことをワークシート３に記入し、発表する。

５　学習のまとめをする。
· 今の自分にできること

· 今やらなければならないこと　など
	※　男女共同参画の視点からも本時の内容について児童が理解を深めることができるように意識して授業を展開する。

○　事前に児童の職業観についてアンケート調査を行う。
○　事前に保護者に学習の説明を行い、職業に対する憧れ、仕事の内容について話してもらうようにする。
○　将来就きたい職業を考えるために、保護者の職業選択体験や現在の仕事について話し合っておくようにする。
○　仕事に就いていない保護者がいないかどうか事前に把握しておき、アンケート調査をする際、配慮する。
○　話をしていただく方は、できるだけ多様な職種を選び男女のバランスを考える。
○　職業選択が性別に関係なく、やってみたい仕事であることをゲストに述べてもらう。

○　現在の仕事を選んだ理由や、その職業に就くために努力したこと、その職業についてのプライド、今後の抱負等について熱く話をしていただけるようにする。

○　次代を担う小学生に期待することなどを話してもらう。
※　ゲストティーチャーを探す際の相談窓口→参考３～６の頁を参照のこと。
○　事後学習として地域で働く人との出会いをもとに、再度将来就きたい職業について保護者と話し合わせる。


－小８－

【ワークシート３】
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働くことについて考えよう

　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　）
１　働くことについて家族と話し合ってみよう。

　　・お父さん、お母さんなどおうちの人が仕事を選んだきっかけは何だろう？
　　・お父さん、お母さんなどおうちの人の仕事の内容は？

　　・あなたが将来つきたいと思う職業は？
	お父さん、お母さんなどおうちの人が仕事を選んだきっかけ


	

	お父さん、お母さんなどおうちの人の仕事の内容


	

	あなたが将来つきたいと思う職業

	


２　これまでの学習をとおして気付いたこと・感じたことを記入しよう。

	※仕事のやりがいとはどのようなことだと思いますか？

※あなたが希望する職業につくためには、どうしたらよいと思いますか？




－小９－

《小学校展開例４》

１　題材名　　ともに生きる社会について考えよう（学級活動）

２　学習のねらい　

○　疑似体験活動を通して、社会が高齢者、体の不自由な方、外国人など様々な立場の人々で構成されていることを理解し、これからの生活におけるめあてを立てることができる。

３　展開例

　○　授業時間の目安　　　　２（１）時間
　○　活用するワークシート　ワークシート４

	学習活動・内容
	教師の指導ポイント

	１　本時の内容を確認する。

①　社会は、いろいろな人がいて成り立っていることを理解する。
・　職業、年齢、性別、体格、障がい、言語　など
②　本時の学習のねらいを知る。

ともに生きる社会について考えよう。

２　高齢者（又は体の不自由な方）の生活を体験し、話し合う。
①　高齢者疑似体験（又は車いす・アイマスク体験）を行う。
・　高齢者疑似体験セットを装着し、教室を歩く。

· アイマスクをつけて教室を歩く。

・　目隠しで、ギザギザがついているシャンプーの容器や缶ビールの点字に触れる。

· 車いすに乗って廊下を移動する　など
②　体験して気付いたこと、考えたことを話し合う。

· こわい、不安

· まわりの環境がわからない

・　まわりの人のサポートが必要
[image: image7.wmf]
３　ゲストティーチャーの話を聞く。
４　話を聞いて疑問に思ったことなどをゲストティーチャーに質問する。

５　体験したこと、ゲストティーチャーの話を聞いて、気付いたこと・感じたことをワークシートに記入し、発表する。
　

６　本時の学習で学んだことについて、これからの生活の中で活かしていきたいことを発表する。

	○　社会は、高齢者や体の不自由な方、外国人など様々な立場の人々がいることについて説明する。
○　事前に体の不自由な方に対する意識やボランティアに対する考えについてアンケート調査を行う。

○　体の不自由な方に対して、同情心を持って接したり、逆に尊敬しなければならないという特別な意識を持つのではなく、人は、性別・体格・利き腕・年齢・障がい・言語などあらゆる面で一人ひとりが異なっている多様な存在であることについて児童が理解を深めるように教師も意識して授業を展開する。

[image: image8.wmf]
☆展開のコツ

・　１時間で実施する場合には、体験活動は１活動程度とする。事前に体験活動を十分に行っておける場合には、②より進める事もできる。

・　ゲストティーチャーに参加いただける場合には、アドバイスを受けながら、共に体験活動を行う展開を工夫するとよい。
（次ページに続く）
○　ゲストティーチャーに、「ともに生きる」という観点から、日々の暮らしで感じていること（スロープ・障がい者トイレ・外国語の案内板等ハード面も含む）をお話いただく。
○　ゲストティーチャーは、高齢者疑似体験を行った場合は、地域の高齢の方、もしくはデイサービスなどで働く方や介護士などが考えられる。また、体の不自由な方の生活体験を行った場合は、体の不自由な方や介護士、福祉ボランティアの方がゲストティーチャーとして考えられる。
○　ゲストティーチャーをお願いすることができない場合は、ビデオ（写真）を紹介する。

※　ゲストティーチャーを探す際の相談窓口→参考３～６の頁（福島県体験活動・ボランティア推進センター、各市町村社会福祉協議会窓口一覧）を参照のこと。
○　ワークシート４の設問３を活用しながらまとめる。
○　児童の発表の中から、言葉を選び押し付けにならないようにまとめていくが、下記の２点のことについては気付かせていきたい。
○　社会は、性別、性格、利き腕、年齢、障がい、言語など様々な立場の人々で構成されている。

○　一人ひとりのちがいを認め合い、偏見・差別をせず、助け合うことが大切である。



※この展開例４は、展開例１・２の授業を実施したうえで行うと、男女平等の視点からさらに広い意味での人権について理解を深めることができ、展開例５の基本的人権の学習につなげることができる。

－小１１－
【ワークシート４】

[image: image9.wmf]ともに生きる社会について考えよう

　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　）

１　今日の体験（アイマスク・車いすなど）をしてみて気付いたこと・考えたことを書いてみましょう。

	気付いたこと


	

	考えたこと


	


２　ゲストティーチャーの話を聞いて、どのような感想を持ちましたか。

	


３　今日の学習で考えたことを書いてみましょう。

	※いろいろな立場の人が幸せにくらすことができる社会とはどのようなものだと思いますか。

※そのような社会をつくるために、あなたは、これからどのような行動をしていきたいと思いますか。




－小１２－

《小学校展開例５》

１　題材名　　「基本的人権」について考えよう（社会科・６年生）

２　学習のねらい

○　「基本的人権」の意味を理解し、基本的人権を尊重することの大切さに気付くことができる。　

３　展開例

　○　授業時間の目安　　　　２（１）時間

　○　活用するワークシート　ワークシート５

	学習活動・内容
	教師の指導ポイント

	１　学習のめあてをとらえる。

「だれもが生まれながらにして持っている、人間らしく生きるための権利（基本的人権）」について調べ話し合おう。

２　国民の基本的人権について学び、意味を理解する。
○　ワークシート５設問１を記入する。

· 基本的人権の意味

· いろいろな基本的人権

３　基本的人権が十分に守られていない事例を知る。
　・　女性の問題、ハンセン病問題、ＨＩＶ感染症患者の問題等

４　教師の話を聞き、基本的人権について考えたことをワークシート５の設問２にまとめ、発表する。

５　日常生活の中で自分たちにできることは何かを考え、話し合う。

○　ワークシート５の設問３を活用する。

　・　互いの基本的人権を尊重することの大切さ

· みんなが仲良く暮らす

６　国民の義務について学習する。
７　学習のまとめをする。
　○　ワークシート５の設問４を活用する。
	○　基本的人権について教科書で調べ記入させる。
　・　自由で平等な権利

　・　幸せに生きる権利

　・　憲法で保障された権利

　・　永久の権利　　　　　　　など
○　新聞記事や教科書にある基本的人権が十分に守られていない事例を話し、事例から基本的人権を尊重することの大切さを理解させる。

※　参考資料

「気づく」ことからはじめよう
（福島県人権男女共生課発行）

☆　人権について理解を深めるために、障がい者、外国籍住民、感染症患者等の話題を会話形式で解説しているパンフレット。

福島県人権男女共生課ホームページ（http://www.pref.fukushima.jp/jinken/03_sashi/sashi_top.html）からダウンロード可能。

○　基本的人権が守られるために国や県で行っている働き（法律や条例の制定、広報活動等）を理解させる。

○　基本的人権を守るためには、法律や条例以外に、互いに尊重し合うことの大切さにも気付かせる。

○　人権とは「人間が人間らしく幸せに生きていくために不可欠な権利及び自由」であり、その権利は性別、性格、利き腕、年齢、障がい、言語などの違いから偏見・差別することができないということに気付かせるようにする。

○　教科書の図を使い、３つの義務について理解させる。


－小１３－

【ワークシート５】

「基本的人権」について考えよう

　　年　　　組　　名前（　　　　　　　　　　　）
１　次の項目について調べてみよう。

	○　「だれもが生まれながらにして持っている、人間らしく生きるための権利（基本的人権）」とはなんだろう。


	○　基本的人権には、具体的にはどのような権利があるのか調べてみよう。
　　



２　１で調べたことや、基本的人権が守られていない事例を聞いて考えたことを書いてみよう。
	


３　日常生活の中で私たちにできることはないか考えてみよう。

	


４　みんなの発表を聞いて思ったこと・考えたことを記入しよう。
	


－小１４－

学習計画


　　　　　　　　　　　　　　　　　組　　番　　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







－小１５－













－小１６－













－小１７－











－小１８－










－小１９－












－小２０－




－小２１－



　　学習すること








　　


めあて　　希望する職業につくためには、どうしたらよいか考えよう。






















































































働くことについて考えよう








１　働くことについて家族と話し合ってみよう。


　　話し合ったことを記入しよう。





自分がなりたい職業につくために、どのようにしていこうと思いますか。








２　働いている人のお話を聞く。


３　仕事のやりがいについてや夢を実現するためにはどうしたらよいかを考える。


４　友達の発表を聞く。


５　学習後の感想とこれからの自分のめあてを書く。














－小１－





家事ができる大人になるためには、どうすればいいと思いますか？





１　ワークシート２の設問１を記入して、気づいたことを話し合う。


２　ワークシート２の設問１の表やデータを見て、家庭の仕事の分担を見直す。


３　家事ができるようになるために今やるべきことを考える。





学習後の感想、これからの自分のめあて





チェックをしてみて、気が付いたことを記入してみよう。





めあて　家庭の仕事の�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ぶんたん),分担)�についてふりかえり、家族の協力について考えよう。





家庭生活を見つめてみよう！





家族の一員として自分も協力していくことの大切さが分かりましたか。


◎とてもよく分かった


○だいたい分かった


△あまり分からなかった














※　シャンプー容器には、リンスと区別するためにギザギザがついている。目が不自由であろうとなかろうと誰にとっても便利なデザインとなっている。


※　缶ビールには、ジュースやお茶の缶と間違うことのないように、点字で「ビール」と書いている。








　　学習すること














  






















































































　





①クラスでは、�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はん),班)�や席順が男女で分かれてしまうことがあるけど、なぜなのかな？と�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎもん),疑問)�に思う。□


②名前を呼ばれるとき、男子が先で女子が後になっていることが多いけど、なぜなのかな？と疑問に思う。　□


③先生が「女子（男子）は～」と男女に分けて注意するのを聞くと、なんとなくおかしいと思う。□


④「やさしい女子、たよりがいがある男子」という言い方は、なんとなくおかしいと思う。□


⑤ランドセルの色は、男子は黒、女子は赤の場合が多いけど、自分の好きな色が選べるといいなと思う。□


⑥サッカーが好きな女子や、料理の好きな男子がいたって、いいと思う。□


⑦運動会の応えん団長には男子がなることが多いけど、女子が応えん団長になってもいいと思う。□


⑧女子が、リーダーだったり、成績がよかったりすると、「生意気（なまいき）だ」と言うのは、なんとなくおかしいなと思う。□


⑨「男のくせに、少しぐらいのことで泣くな」と言うのを聞くと、「男も泣きたいときは泣いてもいい」と思う。□


⑩男子だって、洗たくなどの家事ができなくちゃいけないと思う。□





  















































お家の人から


























４　感想を話し合う。


５　クイズをする。（クイズ１）


６　友達の作文を聞く。


７　学習後の感想とこれからの自分のめあてを書く。





学習後の感想、これからの自分のめあて





男女にこだわることなく、自分らしさをはっきできる仕事につくことが大切だということが分かりましたか。


◎とてもよく分かった


○だいたい分かった


△あまり分からなかった








学習をふりかえってみましょう。（チェックリスト）


豊川市小・中学生向けジェンダーチェックリストより抜粋





学習後の感想





女らしさや男らしさについて、どう思いましたか？





自分らしく仕事をしている人を知って、どう思いましたか？





１　将来の夢アンケート結果をもとに、将来の自分の夢やつきたい職業について話しあう。


２　職種を男女別に分ける。


３　自分らしく仕事をしている人を知る。





大人になったら・・・








男女にこだわることなく、自分らしさをはっきできる仕事につくことが大切だということがわかりましたか。


◎とてもよくできた


○だいたいできた


△あまりできなかった








めあて　　すごろくをしながら女らしさや男らしさについて考えてみよう。








　学習すること








　　


めあて　　将来の夢（職業）について考えよう。





  










































































４　今すべきことを発表し合う。


５　クイズをする。（クイズ２）


６　学習後の感想とこれからの自分のめあてを書く。





すごろくをしながら、女らしさや男らしさについて考えることができましたか？


◎とてもよくできた


○だいたいできた


△あまりできなかった








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(めざ),目指)�せ！�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(だんじょ),男女)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(きょうどう),共同)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(さんかく),参画)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(しゃかい),社会)�




















　学習すること

















  


１　すごろくの説明を聞き、準備をする。


２　ゲームスタート！


①じゃんけんして順番を決める。


②サイコロの目にしたがって、コマをうごかす。


③コマがとまったマスの内容を読んで、指示どおり


にしたり、みんなに意見を聞いたりする。


④ゴールした順にポイントをゲットする。


1位９０ｐ　２位６０ｐ　３位４０ｐ


４位３０ｐ　５位２０ｐ　６位１０ｐ


３　女らしさや男らしさについて思ったことを書く。


４　自己評価する。














○男女の性別にかんけいなく、自分らしさをはっきできる仕事につく大切さを知ろう。


○男女が協力しあって家庭の仕事をする大切さを知ろう。


○女の役目、男の役目にこだわらず「自分らしさ」を大切にする考えをもとう。





学習のめあて

















男女の平等について考えよう





家庭の仕事の分担を見直してみよう。

























































































基本的人権について考えたことを記入しよう。





男女にこだわることなく、自分らしさをはっきできる仕事につくことが大切だということがわかりましたか。


◎とてもよくできた


○だいたいできた


△あまりできなかった








将来つきたい職業につくためには、どのようにしていけばよいかを考えることができましたか。


◎とてもよくできた


○だいたいできた


△あまりできなかった








学習後の感想





学習後の感想、これからの自分のめあて





－小１０－





　　学習すること











  



















































































ともに生きる社会について考えよう








めあて　　ともに生きる社会について考えよう。





体験学習をとおして、気付いたこと・考えたことを記入しよう。








１　お年よりや体の不自由な方の生活を体験する。





２　体験して気付いたこと、考えたことを話し合う。





３　ゲストティーチャーの話を聞く。


４　話を聞いてぎもんに思ったことなどを質問する。


５　ゲストティーチャーの話を聞いて、気づいたこと、考えたことを発表する。


６　学習後の感想とこれからの生活の中でいかしていきたいことを書き、発表する。





学習後の感想、これからの生活の中でいかしていきたいこと





わたしたちがくらす社会には、いろいろな立場の方が生活していることが分かりましたか。


◎とてもよく分かった


○だいたい分かった


△あまり分からなかった








－小3－





　　学習すること








  

















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

































































「基本的人権」について考えよう








めあて　「だれもが生まれながらにして持っている、人間らしく生きるための権利（基本的人権）」について調べ、話し合おう。





１　「基本的人権」について調べる。


２　基本的人権が�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(そんちょう),尊重)�されていない事例について話を聞く。





３　基本的人権について考えたことを記入し、発表する。





一人ひとりの人権が大切にされる社会をつくっていくために、自分たちにできることはどのようなことだと思いますか。





４　一人ひとりの人権が大切にされるために、自分たちにできることを考える。





５　友達の発表を聞く。





６　学習後の感想を書く。





学習後の感想





「基本的人権」の意味を理解することができ、それを尊重することの大切さが分かりましたか。





◎とてもよく分かった


○だいたい分かった


△あまり分からなかった














